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内容物を確認してください

CODE 080000-1001 

 

バッテリーユニット NH-1 

取 扱 説 明 書 

■ ご使用の前に 

このたびは、当社製品をご購入いただき誠にありがとうございます。ご使用の前に必ずこの取扱説明書をお読みに

なり、正しくお使いください。お読みになった後は、いつでも取り出せる場所に保証書とともに保管してください。 

 

 

 

 

 

※ 内容物に破損もしくは欠品があった場合は、お買い上げ販売店、または当社営業所までご連絡ください。 

 

■ 安全上のご注意 

この取扱説明書に示す警告・指示は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への

損害を未然に防止するためのものです。いずれも、安全に関する重要な事項ですので、ご使用の前によく読んで内

容を理解し、必ずお守りください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

誤った使い方をすると感電、発熱、発火、破裂により火傷、重傷、失明の原因になります。 

 本製品は防爆仕様ではありませんので、可燃性、引火性物質の近くでのご使用はお止めください。

 絶対にファイバーモニター F-1／F-1K 以外に使用しないでください。 

 専用AC アダプター以外を絶対に接続しないでください。 

 分解、改造をしないでください。 

 本体に金属などを差し込まないでください。 

 水につけたり、濡らしたりしないでください。 

 発熱、異臭がした場合には速やかにプラグをAC コンセントから抜いてください。 

 本製品やAC アダプターの上に重いものを載せたり、落下など衝撃を与えたりしないでください。

 ファイバーモニター F-1／F-1K との接続、取り外しは必ずコネクタをもって行ってください。 

 電子式変圧器などには接続しないでください。 

 発熱物や放熱を妨げる物の近くで使用しないでください。 

 それぞれのコネクタは根元まで確実に差し込んでください。 

 

 

誤った使い方をすると、傷害や物的損害の原因となります。 

 コネクタは正しく接続してください。 

 ０～40℃の室内で充電をしてください。 

 湿気やほこりの多いところで充電、保管しないでください。 

 充電しないときは必ず、AC アダプターをAC コンセントから抜いてください。 

警告表示 

について 
 

人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容 

 
人が傷害を負う可能性および物的損害のみが想定される内容 



■ 概要 

本製品は、ファイバーモニター F-1／F-1K の専用増設バッテリーです。 

ファイバーモニター F-1／F-1K はバッテリーを内蔵し、約４時間（25℃環境下、バックライト OFF）運転するこ

とができます。ファイバーモニター F-1／F-1K に本製品を接続することで、ファイバーモニター F-1／F-1K 内

蔵バッテリーと併用し、約８時間運転することができます。ファイバーモニター F-1／F-1K の下段に取り付ける

ため、かさばることもありません。 

充電する際は、ファイバーモニター F-1／F-1K 付属のAC アダプターを使用します。 

 

■ 各部の名称 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 充電方法 

① バッテリーユニット NH-1 の DC ケーブルがファイバーモニター F-1

／F-1K の外部電源コネクタから外れていることを確認してください。 

 

② ファイバーモニター F-1／F-1Kに付属しているACアダプターをバッ

テリーユニットNH-1 のインレットに接続し、AC アダプターの電源コ

ードをAV100V のAC コンセントに接続してください。 

 

③ 充電確認ランプが赤く点灯すれば充電開始です。 

※ 購入後初めて使用する場合や長期間ご使用にならなかった場合は、必ず充電してからご使用ください。 

※ 本製品を長期間使用しない場合には充電を行ってから保管し、使用しない場合でも 1 カ月に1 回は充電を行っ

てください。 

※ 満充電まで最大で約４時間を要します。充電が終了すると充電確認ランプが消灯します。満充電状態でも充電

確認ランプは数分間点灯します。電源の抜き差しはなるべく短時間で行わないようにしてください。 

※ 一般にニッケル水素電池は、 電池を使いきらずに充放電を繰り返すと、放電電圧が低下する現象が起こります。

この現象をメモリー効果と呼びます。この現象により連続駆動時間が短くなった場合、電池を使い切る充放電

を１～２回繰り返すことで解消します。 

※ 電池が過放電状態になっていますと、充電確認ランプが点灯するまで数分かかる場合があります。５分経過し

ても点灯しない場合は、内蔵バッテリー寿命の可能性があります。お買い上げ販売店、または当社営業所まで

ご連絡ください。 

 

④ 充電が終了すると、充電確認ランプが消灯します。 

※ 一つの AC アダプターでファイバーモニター F-1／F-1K 内蔵バッテリーと本製品を同時に充電することはできま

せん。同時に充電したい場合は、AC アダプター（品目コード 080000-4516）を別途お買い求めください。 

ヒネリロック 取手 

DC ケーブル 

インレット

充電確認ランプ 



■ 使用方法 

① バッテリーユニット NH-1 の上にファイバーモニター F-1／F-1K を置

きます。 

※ 手などを挟まないよう気をつけてください。 

 

 

 

 

② ヒネリロックのツマミが上がっている（手前に垂直になっている）こと

を確認してください。 

 

 

 

 

③ 下図のように、フックに引っかかるようにしてツマミを180 度回転させ

ます。するとフックが引っかかりますので、ツマミを寝かせてください。 

 

 

 

 

 

 

 

④ ヒネリロックは左右についていますので、両方同様に操作してください。 

 

⑤ バッテリーユニット NH-1 の DC ケーブルをファイバーモニター F-1／

F-1K の外部電源コネクタに接続します。 

※ コネクタのネジを回し、しっかりと固定してください。 

以上で接続完了です。 

通常通りファイバーモニター F-1／F-1K を使用してください。 

 

 

 

■ 石綿ばく露環境で使用した製品の修理依頼方法（お願い） 

お客様及び当社修理担当の石綿ばく露被害を防止するため、石綿ばく露環境で使用した製品の修理ご依頼の際には

下記の方法をご参照の上、ご協力いただけますようお願いいたします。 

① 修理品から石綿を十分に取り除いてから修理をご依頼ください。石綿除去後に修理品と付属品を透明な耐水性の

ある材料（丈夫なプラスチック袋等）で 2 重に密封し、そのうえで箱詰めしてください。密封の際は袋の外側

から修理品のシリアルナンバーや付属品の員数チェックができるようご留意願います。 

②［修理品依頼伝票］の［故障状態・依頼内容詳細］欄に必ず「AS」とご明記ください。また、当製品でこれらの

記載がない場合、営業担当者より石綿ばく露の有無の確認をさせていただく場合もあります。 

③ 修理品を宅配便で当社に送付いただく際に送り状の[記事欄] [品名欄]等に修理依頼品の型番に加えて「AS」と追

記してください。この措置は開梱の際にカッター等で密閉されている袋を傷つけないための措置です。 

※ 上記お願いについては、石綿測定に関する類似する製品全てに記載しています。 



■ 製品の廃棄 

本製品は、使用後に石綿等を含む可能性がありますので、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）に

規定されている特別管理産業廃棄物「廃石綿等」（飛散性アスベスト廃棄物）として、廃棄方法に従った廃棄処分

をしていただけますようお願いいたします。ご不明な点は、販売店または当社各営業所までお問い合わせください。 

■ 仕様 

バッテリーユニット 

NH-1 

品目コード 080000-1001 

入力電圧範囲 DC16V（ファイバーモニター F-1／F-1K 付属のAC アダプターを

使用すること） 

出力電圧範囲 DC9.6V（4500mAh） 

動作温度範囲 0～40℃ 

寸法・質量 380（W）×230（D）×75（H）mm（突起物含まず）・ 約2.1kg 
 

AC アダプター 

RC60G-16D-SB-S-D1 

※1

（ファイバーモニター 

  F-1／F-1K の付属品） 

品目コード 080000-4516 

入力電圧 AC100V（50/60Hz） 

出力電圧 DC16V（2.5A） 

寸法・質量 62（W）×99（D）×26（H）mm ・ 約280g 

規格 PSE、UL、CE  RoHS 指令適合品 

※1 ファイバーモニター F-1／F-1K 内蔵バッテリーと本製品を同時に充電したい場合は、別途お買い求めください。 

※  AC アダプターはAC100～240V の電圧に対応していますが、プラグ側がAC100V 専用になっていますので、異電圧

環境でご使用する場合は、当社にご相談ください。 

※  市販の電圧変換アダプターによる使用はお止めください。故障や事故の原因となります。 
 

■ 保証 

当社製品が万一故障した場合は、ご購入より1 年以内は無償修理いたします。 

修理の際は、必ずお買い上げ販売店、または当社各営業所に直接ご連絡ください。 

その際は必ず、品目コード・製品名・型式・製造№・故障内容などをお知らせください。 

付属の消耗品に関しては、保証の範囲外です。故障原因が次の場合は、保証範囲外となり有償となります。 

① 使用方法の誤りによる故障 

② 当社以外での修理・改造による故障及び損傷 

③ 火災・地震・天災などの不可抗力などによる故障及び損傷 

④ お買い上げ後の転送・移動・落下・振動などによる故障及び損傷 

⑤ 当社指定以外の消耗品類に起因する故障及び損傷 

⑥ 購入店の販売日・捺印のない場合または記載事項を訂正された場合 

⑦ 『改造修理禁止』分解や改造等をした場合は、当社の保証外となりますので絶対にしないでください。 

  思わぬ故障や事故を起こす原因となることがあります。 

15.12.09H（02） 

 

 
 
 
 
 
 

 

注）改良のため形状、寸法、仕様等を機能、用途に差し支えない範囲で変更する場合があります。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


